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～ 鎌 倉 公 園 オ ー プ ン ハ ウ ス ～

鎌 倉 公 園 の 概 要

・名 称：鎌倉公園（小平都市計画公園3・3・1号）
・位 置：小平市小川町2丁目地内
・告示年月日：昭和38年9月2日
・計 画 面 積：2.9ha
・種 別：近隣公園
・そ の 他：市の中央に位置し、周辺は農地が多い

鎌倉第１公園が供用中

市の特徴的な農地の保全と

農を身近に感じる都市公園

♦ これまでのとりくみ

年 度 内 容

平成29年度 ・鎌倉公園等に関するアンケート調査

令和元年度 ・鎌倉公園等に関するワークショップ

令和2年度
・オープンハウス、住民説明会
・パブリックコメント
・鎌倉公園整備基本計画を策定

令和3年度

・事業認可取得
・用地説明会（動画配信）
・遊具に関するワークショップ、意見収集
・農にふれあうエリアに関する意見交換会

令和4年度
・みどりや防災機能に関するアンケート
・サウンディング型市場調査

♦ 小平都市計画公園 第1号 鎌倉公園について

♦ 公園概要

♦ コンセプト
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小平都市計画道路3・3・3号
新五日市街道線

都市計画公園3・3・1号
鎌倉公園（2.9ha）
※都市計画決定区域

鎌倉公園は将来に渡って、小平市の原風景を守り、その中で市民がふれ合い、
農業に親しむことや、子どもへの環境教育など、次世代に農を伝えることが
できる公園を目指します。

農のエリアを中心とし、都市公園に求められる豪雨対策などの防災機能を
備えた広場、健康づくりや子どもを意識した遊具エリアなどを周辺に展開
することで、農を身近に感じられる都市公園を目指します。
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小平都市計画道路３・３・３号線
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鎌倉公園は、小平都市計画公園3・3・1号として都市計画決定され、面積は2.9
ヘクタールとなっております。

都市計画公園は、都市計画法に基づき公園として都市計画決定された施設をいい、
都市環境の改善、都市の防災性の向上、市民の憩いの場の形成など重要な役割・
機能があります。

現在、小平市では新小平駅南側周辺地域のまちづくりの一環として、鎌倉公園の
整備に向けた検討を行っております。



「鎌倉公園のみどり等に関する意見収集」について

令和4年7月～8月に実施した鎌倉公園のみどりや防災機能に関する意見収集でいただいたご意見を紹介いたします。
この結果は、鎌倉公園の植栽や設置する防災設備を検討する上での参考にさせていただきます。

♦ みどりの役割について
身近な公園のみどりについて、どのような役割があると考えているか質問した 

結果、「憩いの空間」と回答した人が最も多く、それに次いで「散策路」、
「四季を感じられる場所」と回答した人が多い結果でした。

選択肢（身近な公園のみどりの役割） 件数 割合

市内のみどりの拠点 13 7%

市内のエコロジカルネットワークを形成する要素 4 2%

グリーンインフラの機能 11 6%

延焼防止機能 5 3%

多様な生き物の生息空間 14 7%

憩いの空間 52 27%

自然観察・学習ができる場所 19 10%

散策路 38 19%

四季を感じられる場所 37 19%

その他 2 1%

（その他回答・意見の抜粋）
・年齢関係なく コミュニケーションがとれる空間

♦ 配慮してほしいことについて
鎌倉公園のみどりについて配慮してほしいことについて質問した結果、「木陰が 

創出されている」、「安らぎ、みどりを感じる散策路」と回答した人が最も多く、
次いで「四季を感じられる植栽がされている」、「憩いの空間が創出されている」、
「植栽等の維持管理が行き届いている」と回答した人が多い結果でした。

選択肢（鎌倉公園のみどりに配慮してほしいこと） 件数 割合

植栽は在来種が選定されている 9 4%

見通しが良い植栽がされている 18 9%

木陰が創出されている 27 13%

四季を感じられる植栽がされている 24 12%

お花見（サクラなど）が楽しめる 19 9%

草花（花壇等も含む）が楽しめる 7 3%

多様な生き物が生息できる空間である 13 6%

憩いの空間が創出されている 23 11%

風景が楽しめる 10 5%

安らぎ、みどりを感じる散策路 27 13%

植栽等の維持管理が行き届いている 21 10%

その他 4 2%

（その他回答・意見の抜粋）
・多目的にしすぎて、どの要素も中途半端という結果は避けてほしい

♦ 植栽予定の樹種について
鎌倉公園の植栽として選定を予定している樹種等について質問した結果、 

「『樹種リスト』の樹木等から植栽を決めることが望ましい」と回答した人が
７割を占めていました。「その他」を選択した人のうちの多くが「樹木に関する
知識がないため、市に任せる」と回答していました。

選択肢 件数 割合

「樹種リスト」の樹種等から植栽を決めることが望ましい。 51 72%

「樹種リスト」から除外するべき樹種等がある。 4 6%

「樹種リスト」に追加するべき樹種等がある。 5 7%

その他 10 14%

未回答 1 1%

○ 追加するべき樹種
・シラカバ 【理由】見た目が美しいのに東京の公園では見かけないため
・ヤエザクラ 【理由】見た目が美しいため
・ソメイヨシノ 【理由】桜の名所にしてほしいため

○ 除外するべき樹種
・ヤマザクラ 【理由】中央公園でも楽しめるため
・サザンカ・ツバキ 【理由】 チャドクガが発生するため

○ その他の回答・意見（抜粋）
・イチョウ（雌）は銀杏の臭いが近隣に被害を与えるのでやめてほしい
・ビャクシン類はナシが感染する病原菌の媒介となるため、やめた方がよい
・落葉の処理等で、近隣とトラブルにならない樹種の選定・配置を意識してほしい

♦ 防災機能について
鎌倉公園内の防災機能について、導入する必要があると考えるものについて 

質問した結果、「防災トイレ」と回答した人が最も多く、それに次いで「非常用
公園灯」、「防災倉庫」、「かまどベンチ」と回答した人が多い結果でした。

選択肢（防災機能について、導入する必要があると考えるもの） 件数 割合

入口非常灯 9 5%

避難誘導灯 11 6%

非常用公園灯 32 17%

防災トイレ 55 28%

かまどベンチ 27 14%

防災あずまや・パーゴラ 22 11%

防災倉庫 31 16%

その他 6 3%

（その他回答・意見の抜粋）
・応急給水槽 ・非常用自動販売機 ・自家発電設備

：LoGoフォームおよび紙媒体
：令和4年7月19日(火) ～ 令和4年8月12日(金)

❑
❑

実施方法
実施期間

：近隣住民 約1,850世帯（計画区域から約250mの範囲内）
：71件（回収率 約3.8%）

❑
❑

対 象 者
回答件数



鎌 倉 公 園 の 防 災 機 能 に つ い て

♦ アンケート結果

♦ 導入予定施設

令和4年度に近隣住民の皆様を対象とした「鎌倉公園のみどり等に関する意見収集」を実施し、鎌倉公園の

みどりや防災施設について様々な意見をいただきました。

そのなかで、鎌倉公園の防災施設に関する意見は下記のとおりとなっています。

鎌倉公園に欲しい防災機能として、「防災トイレ」と回答した人が最も多く、それに次いで

「非常用公園灯」、「防災倉庫」、「かまどベンチ」と回答した人が多い結果となりました。

また、その他の回答・意見として、以下の施設に関する意見がありました。

・応急給水槽 ・非常用自動販売機 ・自家発電設備

アンケート結果を踏まえ、鎌倉公園に導入する防災施設として下記のものを検討してます。

■ 防火水槽■ かまどベンチ■ 非常用公園灯（ソーラー照明灯）■ 防災トイレ
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その他

防災機能について、導入する必要があると考えるもの



鎌 倉 公 園 の 植 栽 計 画 に つ い て

♦ 植栽計画案

鎌倉公園。

ゾーン コンセプト 候補樹種

A
・主要なエントランスを明示するための

植栽を行う
サクラ、フイリヤブラン、タマリュウ、コクマザサ、
ハツユキカズラ、ヒメクチナシ など

B
・落葉樹を主体とした見通しのよい緑陰

散策路を演出する
イロハモミジ、エゴノキ、ウリカエデ、ハナミズキ、
ヤマツツジ、ヤブコウジ、ガマズミ、ヒガンバナ など

C
・常緑樹によるバッファを作りながら、

四季の彩や緑陰を演出する
モチノキ、クロガネモチ、モッコク、シラカシ、
イヌツゲ、ヒラドツツジ、ウメモドキ、ナツハゼ など

D
・大径高木を織り交ぜ、武蔵野の雑木林

景観をテーマにした植栽空間とする
ケヤキ、コナラ、クヌギ、シラカシ、エゴノキ、カツラ、
ウリカエデ、シャラノキ、ムラサキシキブ など

E
・農地の日照障害に配慮しつつ、農地へ

侵入防止を兼ねた植栽帯を形成する
フイリヤブラン、タマリュウ、ユキヤナギ、レンギョウ、
シモツケ、ヤマブキ など

F
・程よい緑陰を作りつつ、広場外周部に

花木を植栽し、華やかに引き締める
ケヤキ、コナラ、クヌギ、コブシ、トチノキ、ネムノキ、
ハナミズキ、ドウダンツツジ など

G
・サクラをメインに大径高木を織り交ぜ

ながら、スケール感のある広場を囲む
雑木林景観を作る

サクラ、エゴノキ、シャラノキ、ゴンズイ、ナナカマド、
コバノミツバツツジ、ウメモドキ、ナツハゼ など

H
・伝統的果樹と低木山菜を混植し、農業

体験ができる果樹エリアとする
柑橘類、クリ、カキ、イチジク、ブドウ、グミ、ナシ、
クチナシ、サンショウ、フキ、ブルーベリー など

I
・かつて街道沿いにあったケヤキ並木を

広場外周部に再現する
ケヤキ

鎌倉公園のみどりについて配慮してほしいこととして、「木陰が創出
されている」、「安らぎ、みどりを感じる散策路」と回答した人が多い結果
となりました。

鎌倉公園の植栽として選定を予定している樹種等について質問した結果、
「『樹種リスト』の樹木等から植栽を決めることが望ましい」と回答した
人が７割を占めていました。

また、「追加するべき樹種等がある」「除外するべき樹種等がある」と
回答した方の主な意見は下記のとおりです。

植栽ゾーニング図
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植栽は在来種が選定されている

見通しが良い植栽がされている

木陰が創出されている

四季を感じられる植栽がされている

お花見（サクラなど）が楽しめる

草花（花壇等も含む）が楽しめる

多様な生き物が生息できる空間である

憩いの空間が創出されている

風景が楽しめる

安らぎ、みどりを感じる散策路

植栽等の維持管理が行き届いている

その他

鎌倉公園のみどりに配慮してほしいこと

♦ アンケート結果

令和4年度に近隣住民の皆様を対象とした「鎌倉公園のみどり等に関する
意見収集」を実施し、鎌倉公園のみどりや防災施設について様々な意見を
いただきました。

そのなかで、鎌倉公園のみどりに関する意見は下記のとおりとなっています。

○ 追加するべき樹種
・シラカバ 【理由】見た目が美しいのに東京の公園では見かけないため
・ヤエザクラ 【理由】見た目が美しいため
・ソメイヨシノ 【理由】桜の名所にしてほしいため

○ 除外するべき樹種
・ヤマザクラ 【理由】中央公園でも楽しめるため
・サザンカ・ツバキ 【理由】 チャドクガが発生するため

○ その他の回答・意見（抜粋）
・イチョウ（雌）は銀杏の臭いが近隣に被害を与えるのでやめてほしい
・ビャクシン類はナシが感染する病原菌の媒介となるため、やめた方がよい
・落葉の処理等で、近隣とトラブルにならない樹種の選定・配置を意識してほしい



鎌 倉 公 園 の 遊 具 に つ い て

♦ 遊戯エリア ♦ 子ども遊具エリア

♦ 健康遊具エリア

ストレッチタワー
アキレス

ストレッチャー
踏み台昇降 平均台

＜ワークショップでの主な意見＞
・ぶら下がりや平行棒など ・ステップなどの子どもも利用できるもの
・足腰を鍛えられるもの ・下半身（足）を使う遊具

＜ワークショップでの主な意見＞
・大きな山を一つ作り、ローラーすべり台や、コンクリート製の幅が広いすべり台
・他の公園にはない遊具
・シンボルとなる遊具を一つエリアの中心に
・少々リスクがある遊具
・既製遊具だけではなく築山やバンクなど、想像しながら遊べるもの（⇒ 築山遊具）
・高学年が遊べる遊具

＜ヒアリングでの主な意見＞
・よく利用する遊具は、シーソーやすべり台、鉄棒やブランコなど身近な公園にある遊具や、

ターザンロープやアスレチック、トランポリンなどのシンボリックな遊具である。
・設置してほしい遊具は、シーソーやすべり台、鉄棒やブランコなどの身近な公園にある遊具や、

ターザンロープやアスレチック、トランポリン、築山遊具などのシンボリックな遊具である。

砂場

滑り台ブランコ（インクルーシブ）

ロッキング遊具

造形遊具（オリジナル遊具）

複合遊具（インクルーシブ）アスレチック系複合遊具

ロープウェイ

＜アンケート結果＞

アンケート 1位 2位 3位 4位 5位

(1) 設置したい遊具
アスレ
チック

ローラー
すべり台

築山遊具 複合遊具 健康遊具

(2)

よく使う遊具
アスレ
チック

ブランコ
ロープ
ウエイ

ローラー
すべり台

築山遊具
(複合遊具)

設置したい遊具
アスレ
チック

ブランコ
ロープ
ウエイ

ローラー
すべり台

築山遊具

(1)：R3こだいら環境デー来場者アンケート (2)：R3小学生向けアンケート結果

＜ワークショップでの主な意見＞
・野菜などをモチーフにしたロッキング遊具
・インクルーシブな遊具（ブランコ）

＜検討している遊具＞

＜検討している遊具＞

＜検討している遊具＞

フェンス（子ども遊具エリア周り）




